
④交通の円滑化④交通の円滑化 新潟県新潟県 国道７号 村上地区交差点改良 ・平成20年3月完成国道７号 村上地区交差点改良 ・平成20年3月完成

沿道出入りの危険性や混雑が解消され、商業利用促進に期待
■沿道への出入りに起因する事故対策としてセンターゼブラ帯を設置、歩道・路肩の改善。

■主要渋滞ポイントの仲間町交差点では、左折レーン新設および右折レーンの滞留長延伸。

■改良後は対象箇所における危険意識が低下し、沿道出入り時の事故も減少傾向に。

■事故危険性の低下や混雑緩和が、沿道商業の利用促進につながるものと期待。
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・センターゼブラ帯の設置、歩道の改修

【仲間町交差点付近】
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類型別死傷事故件数［H15～18］

下り勾配でスピード超過になり
やすく、大型商業施設が建ち並
び沿道へ乗り入れする車が多
い事から、減速車両と走行する
車両との間で追突事故が発生

資料：H21年度 管内交通事故対策検討業務

当該箇所(位置図)
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▼道路利用者の危険意識レベル

低下

※改良前：H14～H17年
の平均事故件数で集計
※改良後：H20年4月～
H21年9月の平均事故件
数で集計
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（交）新町交差点 死傷事故率 299.34

（交）牛沢交差点 死傷事故率 299.34

死傷事故率曲線(H15～H18ITARDA)
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［危険意識レベル］
アンケート結果を危険
の感じる度合いに応じ
て点数化し平均点を算
定したもの。

改良前

改良後

牛沢交差点～仲間町交
差点間の単路部において、
追突事故・沿道出入り時
の事故が減少
［沿道出入り時の事故※］

■改良前： 2.25件
□改良後： 1.33件

改良前 改良後

資料：H21年度 管内交
通事故対策検討業務

凡 例

信号交差点商業施設

▼事故発生の要因

▼沿道商業施設従業者の声

『右折進入しやすくなり大変助かっています。
これまで右折しづらくて、そのまま通過したお客
様もいたと思う。また以前は仕事中に（国道7号
から）車のクラクションが聞こえましたが、改良
後は聞こえる回数が殆ど無くなりました。』
【菓子販売店：店長】 資料：現地ヒアリング（H22.5調査） ○調査方法：携帯端末を利用したモバイルアンケート、○調査年月：【改良前】H18年12月、【改良後】H21年2月、

○対象：村上市及び周辺在住の対象箇所利用者 ※改良前後で調査対象者は同一ではない
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▼道路利用者の危険意識の変化


